京大広報 No. 651 by 京都大学総務部広報課
Title京大広報 No. 651
Author(s)







































































































































































































































































































































































































































　　２日　Richard Weganck UNESCO-IHE 大学院
大学前学長（学長特使），総長等との意見
交換



































































































































































































































































































































































































































持田記念学術賞，同16年に米国 Cancer Research 









































































































































































































































（Doris Lier）氏を講師として，11月 3 日（火・祝）午
後 1時から，京都テルサ第一会議室で行い，心理臨
床家や教育関係者，看護師，学生など約90名が参加
した。
講演ではユング心理学の視点をもとに，中世の「死
の舞踏」の図が象徴的に表しているイメージと現代
の建築やファッションが示している社会文化的な目
標とを比較しつつ，拒食症という病の本質について
語られた。参加者からは，「非常に刺激的で面白か
った」，「歴史や病気について自分の視点が深まった」
などの意見が寄せられた。また「今後もこのような
企画を続けてほしい」という声も多く，貴重な機会
となった。
本講座は，例年参加者から大変好評を得ており，
来年度以降も現代社会の複雑な心の問題を理解して
いく重要な視点を提供する場となるよう開催してい
く予定である。
教育学研究科附属臨床教育実践研究センター公開講座「拒食症と現代のライフ
スタイル」を開催
（大学院教育学研究科）
11月 6 日，21世紀コンピューティングコンファレ
ンスが百周年時計台記念館にて開催された。百周年
記念ホールがほぼ満席となる約500名の参加者が集
まった。藤井信孝理事・副学長の挨拶に引き続き，
情報学，特にコンピュータ・サイエンス分野の著名な
研究者の講演やパネル討論を通じて，世界各地の優
れた研究者と日本の研究者や学生との活発な学術交
流が行われた。また，会議冒頭において，五十嵐　淳
情報学研究科准教授のマイクロソフトリサーチ日本
情報学研究賞授賞セレモニーが併せて行われた。
同日午前には，芝蘭会館山内ホールにおいて，コ
ンピュータサイエンスカフェを開催し，マイクロソ
フトリサーチのトップ研究者と情報学研究科若手研
究者・学生による熱気溢れる討論が行われた。
２１世紀コンピューティングコンファレンスを開催
（大学院情報学研究科）
v v
コンファレンスの様子
五十嵐准教授授賞セレモニー
講演中のドーリス・リエ氏
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宇治キャンパスでは，11月10日（火）に宇治事業場
衛生委員会主催による安全衛生講習会を開催した。
この講習会は，宇治地区の教職員や大学院生等を
対象に「年間安全衛生管理計画」の一環として開催し
ているもので，今回は臨床病態検査学に関する研究
をされている飯沼由嗣医学研究科准教授を講師に迎
え，「新型インフルエンザの病態と感染対策」をテー
マに講演いただいた。
講演では，新型インフルエンザの発生と経過，感
染者数，症状，診断と治療，感染対策について，判
りやすく解説された。現在，宇治キャンパスでも発
症者が出ていることもあり，会場に集まった120名
を超える参加者は，感染対策の重要性について実感
し，講演後も活発な質疑応答が続き，盛会のうちに
終了した。
講演後，石見　拓保健管理センター助教を講師に
迎え，「胸骨圧迫＋ＡＥＤ講習会」が開催された。参
加者は，トレーニングキット「あっぱくん」を使用し，
胸骨圧迫のみの蘇生法とＡＥＤの使用方法を体験し
た。
宇治キャンパスで安全衛生講習会を開催
（宇治地区事務部）
11月 7 日（土）午前８時より，平成21年度社寺見学
会が行われ，85名が参加した。行程順に平城宮跡（奈
良県奈良市），唐招提寺（同市）および浄瑠璃寺（京都
府木津川市）を巡った。当日は晴天に恵まれ，それ
ぞれ専門分野の講師の解説に皆興味深く耳を傾け，
とても有意義な一日を過ごした。
特に平城宮跡では復元工事がほぼ完成した大極
殿，唐招提寺では保存修理工事が完了し落慶法要が
行われたばかりの金堂，そして浄瑠璃寺では紅葉が
素晴らしい庭園等について，講師の先生方から詳細
な解説をしていただいた。
専門分野の講師は次のとおり。
　（歴史）西山良平　人間・環境学研究科教授
　（建築）髙橋康夫　工学研究科教授
　（造園）森本幸裕　地球環境学堂教授
　（美術）根立研介　文学研究科教授
社寺見学会を実施
（人事・共済事務センター）
v v
平城宮跡朱雀門前にて参加者集合写真（上段１号車，下段２号車）
講習をする石見助教
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野生動物研究センター チンパンジー・サンクチュアリ・宇土
（http://www.wrc.kyoto-u.ac.jp/station.html）
（http://cs-uto.org/）
日本で初めてのチンパンジーのためのサンクチュアリ，「チンパンジー・サンクチュアリ・宇土（CSU）」
ができたのは2007（平成19）年 4月のことです。有明海を一望する高台に，現在59個体のチンパンジーが生
活する，日本で最大規模のチンパンジー飼育施設です。かつては医学実験の目的でチンパンジーが飼育さ
れていたため，隔離用の単独ケージや感染実験用の設備などを備えています。2006（平成18）年11月，同施
設がそれまでの方針を転換し，医学実験を廃止したことにより，日本におけるチンパンジーの侵襲的実験
は終焉を迎えました。そして，実験に使われなくなったチンパンジー79個体（当時）に対して終生の安寧を
保証するためCSUは発足しました。
CSUの目的は次の 4つです。 1）チンパンジーの心身の
幸福をめざした飼育管理の実践とその体制の確立， 2）チ
ンパンジーに関する非侵襲的研究と環境教育の推進を通
じた社会への貢献， 3）将来に向けた飼育責任個体数の削
減と複数の国内飼育拠点作りの推進， 4）職員およびチン
パンジーの双方にとって安全で安心な将来構想の立案。
CSU の活動を推進するために，2007（平成19）年 8月，霊
長類研究所に寄附講座・福祉長寿研究部門が附設され，助
教 2名と教務補佐員 1名が常駐し，飼育チンパンジーの
福祉と長寿に関する飼育実践研究が始まりました。2008
（平成20）年 4月には野生動物研究センタ （ーWRC）が新設
され，同研究部門は同センターに移管されました。伊谷
原一WRCセンター長の統括のもと，CSU の職員10名と
WRCの助教 2名，教務補佐員 1名の計13名が日常業務に
従事しています。
サンクチュアリとなって最初におこなったことは，CSU
にいるすべてのチンパンジーが集団で生活できるように
することでした。2007（平成19）年の発足当時，79個体の
タワ （ー有明海を眼下に）
隔地施設
紹介
施設全景（有明海を望む，後方の山は雲仙普賢岳） 第１飼育棟
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うち22個体は，実験や病気などの理由から単独ケージで飼育されていました。チンパンジーは社会的な動
物であり，野生では20～50個体が集団を形成して生活しています。ひとりで過ごすこともありますが，ひ
とり暮らしが常態化することは野生ではありません。一方，CSUで隔離されていた個体にはこれまで集
団で生活をしたことがないチンパンジーが多く含まれ
ていました。長い単独生活，特に子どもの時期に他の
チンパンジーと接する機会が乏しいと，大人になって
から集団生活を始めても他のチンパンジーから攻撃さ
れて集団に馴染めないことがあります。また，雄は大
きな犬歯を持つため，雄どうしの闘争は重傷を引き起
こす危険性もあります。さらに，CSU では繁殖を制
限したため，避妊の施術をした雄しか雌と同居するこ
とはできませんでした。そこで CSUでは，避妊を施
したひとりの雄と多数の雌からなる単雄複雌集団と，
雄だけからなる雄集団を作ることにしました。野生では，複数の大人の雄と雌が集まって複雄複雌集団を
形成して生活するのが普通で，単雄複雌集団や雄集団はチンパンジー本来の社会集団ではありません。し
かし， 1つの集団を構成するメンバーはいくつかの小集団に分かれ，そのメンバーシップも流動的で，い
つも同じメンバーが一緒に行動しているとは限りません。その一方で，ときとして大きな集団を形成する
こともあり，いわゆる離合集散を頻繁に繰り返しています。つまり，離合集散の過程では，小さな単雄複
雌や雄集団が形成されることもあります。そこで，CSUでは制限の多い飼育環境下であっても，チンパ
ンジーの離合集散性を応用して，その社会の一部を切り取るような形で全てのチンパンジーが社会生活を
送ることができる群れ作りを試みました。
本格的な群作りは，2007（平成19）年 8月から始めました。ケンカをし，大きなケガを負うこともありま
した。逆に，初めて一緒の空間で過ごすことになったチンパンジーどうしが，距離を上手くとり，関係を
少しずつ構築する姿も見られました。相手が毛を逆立ててこわばり，緊張していたら遠のく。時間が経っ
たら再度接近を試みる。再び緊張するようであれば遠のく。緊張していたチンパンジーもやがては警戒を
解く。あるいは，赤ん坊の時からおよそ30年間ひとりで生活していたチンパンジーが，初めて一緒になる
チンパンジーに対して当たり前のように挨拶する姿も見られました。それぞれのチンパンジーで悲喜こも
ごもの展開を経て，2008（平成20）年 5月，病気で失明
した雌のカナコを除くすべてのチンパンジーが集団で
生活できるようになりました。
CSU のもうひとつの活動は，飼育しているチンパ
ンジーを国内の動物園に転出させることです。これま
でに，広島市安佐動物公園，高知県立のいち動物公園，
愛媛県立とべ動物園，京都市動物園，横浜市立よこは
ま動物園などに合計17個体が移動しました。CSU の
前身は1978（昭和53）年にさかのぼります。（株）三和化
学研究所の工場の片隅から始まり，31年間の技術と経 年１回の健康診断の風景
雄のみの集団
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験の蓄積があります。これまでの繁殖は100例を数え，
飼育個体数は最大時118個体になりました。ケガや病
気の治療経験も豊富にあり，毎年，麻酔をして定期健
康診断をおこなっている国内チンパンジー飼育施設
は，本学の霊長類研究所と CSUだけです。CSUにい
るチンパンジーたちが，CSUに関わる人間を育てて
きました。これからは培った技術と経験を日本のチン
パンジーのために使うことに努めます。国内の飼育施
設にチンパンジーを移動し，同時に飼育技術を伝えて
いきます。一連の転出によって，複雄複雌集団で生活するチンパンジー飼育施設が新しく 2ヵ所増えまし
た。現在，国内で 4施設しかない複雄複雌集団の半数は，CSUからの転出によってつい最近実現したも
のです。また，転出した動物園のうち 3施設では“交尾ができない”といった繁殖の問題を抱えていました。
そこで，繁殖経験が豊富なCSUのチンパンジーが移動し繁殖することで，交尾や育児の姿を転出先のチ
ンパンジーに見せる機会を作ることになりました。果たして， 2つの動物園で合計 3個体の赤ん坊が生ま
れ，みな健康に育っています。それ以外の施設でも受胎が確
認され，技術協力を礎とした飼育施設間の緊密な連携が生ま
れつつあります。
欧米諸国と異なり，日本にはチンパンジーの侵襲的な実験
を規制する法律も，実験研究後にリタイアしたチンパンジー
の終生飼育を保証する法律も存在しません。サンクチュアリ
とは「保護区」を意味します。逆説的ですが，CSUの飼育個体
数を減らし，動物園に転出させることで，医学実験に使われ
たチンパンジーの終生の安寧を保証します。それが人の交流
を生み，技術と経験の普及を促し，CSU以外のチンパンジー
たちの福祉と長寿に貢献します。“チンパンジーが笑う山”，こ
れが CSUのキャッチフレーズです（URL：http://cs-uto.org/）。
日本のチンパンジー340個体すべてに笑いを届ける施設であり
たいと考えています。
連絡先
〒869－3201 熊本県宇城市三角町大田尾990番地
TEL：0964－34－1130
FAX：0964－34－1131
職員構成
教員 2名，教務補佐員 1名
アクセス
阿蘇くまもと空港から約５０km
公共交通機関：阿蘇くまもと空港より九州三交バス「快速あまくさ号」で約１時間４５分（ＪＲ熊本駅からも
乗れます），「大田尾」バス停下車徒歩１０分
チンパンジーとのコミュニケーション
双子の赤ん坊
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
